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○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については，予算段階で計画していた退職手当の支給の減等により，

　　　　予算金額に比して決算金額が１１３百万円少額となっております。

（注２）施設整備費補助金については，総合研究棟改修（Ⅱ期）事業の一部が前年度から繰

　　　　越となったことにより，予算金額に比して決算金額が１１百万円多額となっており

　　　　ます。
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（注３）補助金等収入については，各種補助金等の獲得に努めたため，予算金額に比して決

　　　　算金額が４２百万円多額となっております。

（注４）国立大学財務・経営センター施設費交付金については，決算額に事業延長に伴う前

　　　　年度からの繰越金が含まれていることにより，予算金額に比して決算金額が１２百

　　　　万円多額となっております。

（注５）附属病院収入については，手術件数の増，救命救急入院料算定患者の増，平均在院

　　　　日数の短縮等による入院診療単価アップ及び入院患者数の増，外来患者数の増など

　　　　により，予算金額に比して決算金額が５３５百万円多額となっております。

（注６）雑収入については，主として東日本大震災時の医療救護活動等に対する費用支弁，

　　　　科学研究費補助金間接経費の受入れ増により，予算金額に比して決算金額が４９百

　　　　万円多額となっております。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入については，予算段階では予定していなかった

　　　　国（の各組織，特殊法人）及び民間からの受託研究や寄附金の獲得に努めたことに

　　　　より，予算金額に比して決算金額が２７０百万円多額となっております。　　　

（注８）目的積立金取崩については，前中期目標期間繰越積立金取崩分として見込んでいた

　　　　医療訴訟に係る損害賠償が，控訴審での和解成立により，予算金額に比して決算金

　　　　額が８６百万円少額となっております。

（注９）業務費については，年度途中での計画変更により，予算金額に比して決算金額が

　　　　４８２百万円多額となっております。

（注10）施設整備費については，（注２）及び（注４）に示した理由により，予算金額に比

　　　　して決算金額が２３百万円多額となっております。

（注11）補助金等については，（注３）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が

　　　　４２百万円多額となっております。

（注12）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については，（注７）に示した理由により，

　　　　予算金額に比して決算金額が６９百万円多額となっております。


